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プレス民

農
家
所
得
の
安
定
と
担
い
手
の

確
保
を
め
ざ
す
決
意
で
す
。

農
林
水
産
大
臣
政
務
官

衆
議
院
議
員

さ
さ
き
隆
博

願 ゆゆ
うう

牧
野
氏
当
選
で
万
歳
す
る
佐
々
木
代
議
士
と
北
口
道
議
（
９
月
13
日
）

えば、夢実現！
主（号外） The Democratic Party of Japan 平成9年4月25日 第3種郵便物認可

「北口雄幸道議と語る

青空の集い」のお礼

秋冷の候、皆様におかれまし

ては、益々ご健勝のこととお喜

び申し上げます。

さて、7 月 18 日に開催した

「北口雄幸道議と語る青空の集

い」は、心配された雨も小雨程

度でおさまり、盛会のうちに開

催できました。

ご参加いただいた皆様そして

会券を購入していただいた皆様

に、心よりお礼申しあげ、今後

とも変わらぬご支援をよろしく

お願いいたします。

ありがとうございました。

北口雄幸士別市後援会長 小貫勝太郎

北海道議会議員 北口雄幸

政
権
交
代
実
現

総
選
挙
投
票
当
日
の
８
月
30

日
、
佐
々
木
事
務
所
で
開
票
を

見
守
る
た
め
待
機
し
て
い
る
と
、

午
後
８
時
過
ぎ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
な
ど
で
開
票
速
報
の
特
集
と

と
も
に
、
鳩
山
民
主
党
代
表
に

続
き
、
佐
々
木
隆
博
代
議
士
が

２
期
目
の
当
選
確
実
が
報
じ
ら

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、当
確
情
報
に
も
佐
々

木
代
議
士
本
人
も
会
場
に
着
い

て
お
ら
ず
、
ま
た
選
対
本
部
長

で
あ
る
佐
々
木
秀
典
元
衆
議
も

事
務
所
に
間
に
合
わ
ず
、
替
わ

っ
て
木
村
峰
行
選
対
委
員
長
が

勝
利
宣
言
と
万
歳
三
唱
し
、
勝

利
を
確
認
し
ま
し
た
。

士
別
も
チ
ェ
ン
ジ

ま
た
、
９
月
13
日
に
行
わ
れ

た
士
別
市
長
選
挙
で
は
、
民
主

党
・
新
党
大
地
・
社
民
党
の
推

薦
を
受
け
た
、
牧
野
勇
司
氏
（
59

歳
）
が
51
票
と
い
う
僅
差
で
勝

利
し
、
市
長
へ
の
挑
戦
３
度
目

で
悲
願
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、佐
々
木
代
議
士
、

牧
野
市
長
、
北
口
道
議
の
３
人

の
力
を
合
わ
せ
、
元
気
な
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
実
現
し
な
け
れ

ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
に
就
任

先
の
衆
議
院
選
挙
で
勝
利
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
国
会
で
２
期
目

の
任
務
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
９
月
18
日
に
は
、
鳩

山
総
理
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、

農
林
水
産
大
臣
政
務
官
に
就
任

し
ま
し
た
。

国
の
農
業
政
策
は
、「
猫
の
目

農
政
」
と
言
わ
れ
、
目
先
の
対
応

し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
ツ
ケ
が
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
押
し
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
農
家
出
身
の
私
こ

そ
、「
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
で
、

国民・市民の生活が一番の政治へ転換 ここ
うう
便便
りり
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先
の
衆
院
総
選
挙
で
政
権
が

交
代
し
、
鳩
山
民
主
党
政
権
が

誕
生
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
基
づ
く
政
策
の
実
現
が
動

き
出
し
た
中
で
の
第
三
回
定
例

道
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

民
主
党
会
派
と
し
て
は
、
新
政

権
が
取
り
組
も
う
と
す
る
政
策

転
換
に
向
け
た
知
事
の
対
応
、

自
民
党
や
中
央
省
庁
に
依
存
し

て
道
政
運
営
や
選
挙
対
応
に
あ

た
っ
て
き
た
知
事
の
政
治
姿
勢

等
を
論
議
し
た
。
知
事
は
、
新

政
権
に
つ
い
て
「
国
民
や
道
民

の
暮
ら
し
を
守
る
基
本
的
な
考

え
方
は
、
私
の
基
本
姿
勢
と
方

向
性
を
一
に
す
る
」
、
「
北
海
道

は
、
過
疎
化
等
の
地
方
が
抱
え

る
諸
問
題
が
顕
著
に
現
れ
て
お

り
、
地
方
再
生
の
モ
デ
ル
と
し

て
支
援
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
る
な
ど
、
道
政
運
営
も
大
き

な
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
真
し
な
姿
勢
に

欠
け
る
発
言
に
終
始
し
ま
し
た
。

支
庁
制
度
改
革
も
混
迷

ま
た
、
支
庁
制
度
改
革
で
は
、

北
口
道
議
は
、
予
算
特
別
委

員
会
で
農
政
部
と
教
育
委
員
会

所
管
事
項
に
つ
い
て
道
の
考
え

を
質
疑
し
ま
し
た
。

農
政
部
に
は
、
①
長
雨
低
温
に

よ
る
被
害
状
況
と
そ
の
対
策
、

条
例
の
施
行
時
期
を
来
年
４
月

１
日
と
し
、
地
域
と
の
協
議
を

定
め
た
条
項
を
第
３
回
定
例
会

直
後
に
先
行
施
行
す
る
と
の
方

針
を
打
ち
出
し
、
さ
ら
に
迷
走

が
深
ま
り
ま
し
た
。

振
興
局
と
な
る
地
域
で
は
、

道
の
都
合
で
あ
る
行
財
政
改
革

ば
か
り
が
一
方
的
に
地
域
に
押

し
つ
け
ら
れ
、
道
が
地
域
行
政

に
果
た
す
役
割
を
縮
減
、
放
棄

し
て
い
る
と
の
反
発
が
根
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、総
合
振
興
局
と
振
興
局

と
の
広
域
事
務
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
も
、
北
海
道
町
村
会

と
の
溝
は
な
お
も
深
い
ま
ま
で

あ
り
、
今
後
更
に
丁
寧
な
説
明

と
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
道
産
米
の
普
及
と
ゆ
め
ぴ
り

か
に
つ
い
て
質
問
し
、
道
か
ら

は
、
道
内
の
被
害
状
況
と
資
金

の
需
要
額
調
査
を
10
月
中
に
行

い
必
要
な
対
策
を
速
や
か
に
行

う
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
新
品
種
と
し
て
期
待

さ
れ
る
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
に
つ

い
て
、
今
年
は
３
千
㌶
で
作
付

さ
れ
、
来
年
は
６
千
㌶
、
23
年

産
は
１
万
㌶
を
想
定
し
て
お
り
、

種
子
の
配
分
に
つ
い
て
も
、
系

統
と
商
系
と
の
取
引
で
、
排
他

的
差
別
的
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
と
の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

中
川
商
は
学
区
外
も

OK

平
成
23
年
度
か
ら
中
川
商
業

高
校
が
、
募
集
停
止
と
な
る
問

題
で
は
、
昨
年
度
か
ら
創
設
さ

れ
た
通
学
費
補
助
事
業
に
つ
い

て
質
問
し
、
こ
の
事
業
は
基
本

的
に
学
区
内
に
通
学
し
た
生
徒

に
支
給
さ
れ
る
が
、
中
川
商
業

に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
学
区

外
で
も
支
給
の
対
象
に
す
る
と

の
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・
意
見
書

▼
直
轄
事
業
負
担
金
廃
止
に
伴
う

財
政
措
置
等
を
求
め
る
意
見
書
▼

道
州
制
特
区
に
関
す
る
意
見
書
▼

警
察
官
の
増
員
を
求
め
る
意
見
書

▼
北
海
道
の
自
衛
隊
体
制
維
持
を

求
め
る
意
見
書
▼
改
正
貸
金
業
法

の
早
期
完
全
施
行
等
を
求
め
る
意

見
書
▼
重
大
犯
罪
の
公
訴
時
効
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
▼
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
及
び
肺
炎
球
菌
（
七
価
）
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
の
早
期
実

現
を
求
め
る
意
見
書
▼
「
児
童
売

春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等

の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書
▼
北
方
領
土
問
題
の
解

決
促
進
等
に
関
す
る
意
見
書
▼
総

合
交
通
体
系
の
確
立
を
求
め
る
意

見
書
▼
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促

進
を
求
め
る
意
見
書
▼
私
学
助
成

制
度
に
係
る
財
政
措
置
の
充
実
強

化
に
関
す
る
意
見
書
▼
ほ
た
て
が

い
養
殖
の
付
着
物
被
害
対
策
を
求

め
る
意
見
書
▽
地
方
財
政
に
配
慮

し
た
国
の
予
算
執
行
及
び
予
算
編

成
を
求
め
る
意
見
書
▽
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
の
国
民
的
合
意
を
求
め

る
意
見
書
▽
国
の
出
先
機
関
に
関

す
る
意
見
書
▽
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉

に
反
対
す
る
意
見
書
▽
道
路
整
備

に
必
要
な
財
源
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
▽
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書
▽
ダ
ム
事
業
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
▽
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
継
続
と
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め

る
意
見
書

な
お
、
▽
印
の
８
本
は
、
自
民

党
が
提
出
し
た
意
見
書
で
あ
る
が
、

民
主
党
会
派
と
し
て
は
、
政
権
公

約
実
現
に
向
け
て
の
従
来
の
政
策

の
点
検
作
業
や
見
直
し
へ
の
議
論

が
動
き
出
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

時
期
尚
早
、
拙
速
で
あ
る
な
ど
と

し
て
反
対
し
ま
し
た
。

第
三
回
定
例
道
議
会
報
告
（
９
月
15
日
～
10
月
９
日
）

北
口
道
議
、予
算
特
別
委
員
会
で

農
作
物
被
害
対
策
や
高
校
再
編
を
質
問

予
算
特
別
委
員
会
で
低
温
長
雨

被
害
対
策
や
道
産
米
普
及
を
質

問
す
る
北
口
道
議
（
10
月
５
日
）



2009年10月（秋号） 北 口 ゆ う こ う 道 政 便 り 第18号（3）

プレス民主（号外） The Democratic Party of Japan 平成9年4月25日 第3種郵便物認可

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（７
～
９
月
）

士別梯子乗り保存会ビールパーティにて（7/5）

富良野市労連青年部の必勝寄せ書き（7/12）

富良野地区道政懇話会ご意見を伺う（7/12）

士別の第一声で支持を訴える佐々木候補（8/18）

総合政策委員会で中央要請行動（7/16）

佐古名寄市立病院長と意見交換（7/17）

牧野新士別市長と高橋知事を表敬訪問（9/16） 占冠村長選挙でご挨拶する中村博氏（9/1）

↑
き
た
ご
り
ん
フ
ァ
ー
ム
で
稲

刈
り
収
穫
（
９
／
26
）

↓
士
別
歩
こ
う
会
で
上
富
良
野
町

千
望
峠
を
歩
く
（
９
／
27
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。（
７
月
～
９
月
分
）

◆
７
月
２
日
【
上
川
総
合
開
発
要

望
】
▼
上
川
地
方
総
合
開
発
期

成
会
の
皆
さ
ん
が
道
議
会
を
訪

れ
、
平
成
22
年
度
事
業
に
向
け

た
要
望
書
を
受
け
た
▼
今
日
の

要
望
に
は
、
会
長
で
あ
る
島
多

慶
志
名
寄
市
長
の
ほ
か
、
比
布

町
議
会
牧
野
勝
頼
議
長
、
西
川

将
人
旭
川
市
長
、
能
登
芳
昭
富

良
野
市
長
、
池
部
彰
南
富
良
野

町
長
が
政
策
審
議
会
室
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
要
請
を
受
け
た

▼
要
請
事
項
と
し
て
は
、
①
少

子
・
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
基

盤
の
整
備
②
環
境
重
視
型
社
会

に
対
応
し
た
基
盤
の
整
備
③
高

度
情
報
通
信
社
会
に
対
応
し
た

基
盤
の
整
備
④
自
然
を
生
か
し

た
観
光
拠
点
の
創
出
と
広
域
観

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
⑤
物

流
効
率
化
に
必
要
な
高
規
格
幹

線
道
路
網
等
の
整
備
促
進
⑥
基

礎
的
な
社
会
資
本
の
整
備
⑦
制

度
改
正
、
施
策
の
推
進
な
ど
。

◆
８
月
17
日
【
千
人
踊
り
】
▼

（
前
略
）
今
日
の
千
人
踊
り
で

は
、
自
治
会
や
職
場
、
団
体
な

ど
か
ら
４
百
名
が
参
加
し
、
私

は
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
踊
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

あ
い
に
く
、
肌
寒
い
日
で
あ
っ

た
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
観
客

と
し
て
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、

今
年
の
天
塩
川
ま
つ
り
も
最
高

潮
に
盛
り
上
が
っ
た
。

◆
９
月
４
日
【
作
況
調
査
】
▼
私

が
代
表
を
務
め
る
民
主
党
北
海

道
第
６
区
総
支
部
士
別
ブ
ロ
ッ

ク
支
部
で
作
物
状
況
調
査
を
行

っ
た
▼
今
日
の
作
況
調
査
に
は
、

私
の
ほ
か
、
佐
々
木
隆
博
代
議

士
、
牧
野
勇
司
氏
、
士
別
市
、

士
別
農
政
事
務
所
、
士
別
普
及

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
な

ど
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
上
士

別
の
水
稲
と
大
豆
な
ど
を
調
査

し
た
▼
冒
頭
、
普
及
セ
ン
タ
ー

か
ら
今
年
の
低
温
長
雨
に
よ
る

気
象
状
況
の
説
明
を
受
け
、
６

日
ほ
ど
の
生
育
が
遅
れ
て
い
る

と
の
お
話
し
を
受
け
た
▼
実
際
、

現
地
の
水
田
に
行
く
と
稔
実
割

合
が
70
％
前
後
で
、
30
％
不
稔

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し

か
も
、
条
件
に
よ
っ
て
は
か
な

り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
、
今
後
の
対
策
の
必
要

性
を
訴
え
ら
れ
た
。

◆
９
月
26
日
【
ま
な
び
と
く
ら

し
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】
▼
第

39

回
士
別
市
消
費
者
展
と
第

19
回
士
別
市
ご
み
減
量
化
リ
サ

イ
ク
ル
展
を
兼
ね
た
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
士
別
市
消
費

者
協
会
・
士
別
市
ご
み
減
量
化

推
進
協
議
会
・
士
別
市
が
主
催

し
、「
市
民
広
場
み
な
く
る
」
が

共
催
し
、
市
内
30
の
団
体
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
▼
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
安
全
・
安
心
に
く

ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
～
私

た
ち
の
食
と
環
境
～
」
と
し
、

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp
://y-k
ita
g
u
c
h
i.n
e
t/

だ
。

（
ゆ
う
こ
う
）

期成会の皆さんから要望うける

五穀豊穣を願って千人踊りを踊る

作柄状況を調査

授賞した中学生と記念撮影
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食
の
安
全
や
環
境
問
題
な
ど
、

生
活
に
関
わ
る
課
題
に
対
し
、

「
見
る
・
知
る
・
触
れ
る
」
な

ど
の
体
験
を
通
じ
て
、
市
民
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
私
も
「
こ
れ
か
ら
の

政
治
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
安

全
・
安
心
・
環
境
だ
。
こ
の
視

点
で
道
議
会
の
中
で
頑
張
る
」

と
の
お
話
し
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
（
後
略
）

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
今
年
の
年
頭
の
短
冊
に
「
願

え
ば

夢
叶
う
」
と
書
か
せ
て
も

ら
っ
た
。
そ
れ
は
、
衆
議
選
挙
で

の
政
権
交
代
と
士
別
市
長
選
挙

勝
利
を
願
っ
て
書
い
た
言
葉
で

も
あ
る
▼
佐
々
木
代
議
士
は
、
圧

倒
的
勝
利
で
２
期
目
当
選
を
決

め
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
に
就

任
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
農
業
政
策

を
実
現
す
る
う
え
で
、
現
場
の
声

を
十
分
反
映
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
▼
ま
た
、
牧
野
勇
司
氏

は
、
３
度
目
の
挑
戦
で
市
長
に
就

任
し
た
。
本
人
の
努
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
牧
野
氏
を
支
え
続
け

た
家
族
や
後
援
会
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
▼
こ

の
よ
う
に
、
人
生
は
願
わ
な
け
れ

ば
そ
の
目
的
も
達
成
で
き
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
願
う
こ

と
、
そ
れ
は
目
的
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
こ
と
と
感
じ
た
と
こ
ろ


